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第１１回ダムによらない治水を検討する場 説明資料

【ソフト対策の充実に向けた取り組み】

平成２６年１２月１９日

国土交通省 九州地方整備局
熊 本 県



八代河川国道事務所 住民等球磨村
（渡・中園・田頭・一勝地・池下）

気象・水象情報

水防団待機水位到達
渡水位観測所（水位5.00m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
渡水位観測所（水位6.00m）

注意体制

避難判断水位到達
渡水位観測所（水位7.60m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
渡水位観測所（水位8.70m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○水防団待機

警戒体制

非常体制

非常体制

○○地区避難勧告

○○地区避難準備情報

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設の準備

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）

○○地区避難指示 避難完了

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

◇台風に関する熊本県
気象情報発表（随時）

氾濫発生

○避難が必要な状況が夜間・
早朝の場合は、避難準備情報
の発令判断

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○連絡要員の配置

○管理職の配置

避難開始

○首長若しくは代理者の登庁

○リエゾンの派遣
○巡視・水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

○水防警報（警戒）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設、主要事業者
に洪水予報伝達

○災害対策機械の派遣要請

○災害対策機械の派遣

◇台風進路予報-72h

-48h

-14h

-8h

-4h

0h
◇大雨、暴風、高潮、波浪特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-2h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○防災無線、携帯メール等による避
難指示・避難勧告の受信

○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）

○TEC-FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○水防団等への注意喚起

○自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

※台風上陸

◇特別警報に関する気象庁及び熊本地方
気象台記者会見

※気象・水象情報に関する発表等のタイミング
については、地域・事象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する九州北部地方情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

○台風に関する説明会

○ホットライン（熊本地方気象台）

【警戒体制】

○ホットライン（氾濫危険水位到達）

○ホットライン（堤防決壊）

○リエゾンの派遣要請

【（災害等支援）警戒体制】

○水閘門操作員の避難指示
○水防団員の避難指示

◇台風に関する熊本県気象情報発表

○ホットライン（熊本地方気象台）

○ホットライン（避難判断水位到達）

○TEC-FORCEの派遣要請

○ホットライン（熊本地方気象台）

◇台風に関する熊本県気象情報発表

◇台風に関する熊本県気象情報発表

○ﾎｯﾄﾗｲﾝ&ﾒｰﾙ（熊本地方気象台）

注意体制

タイムライン（防災行動計画）の案（球磨村渡地区）
八代河川国道事務所では、今年度球磨村と連携し、台風の接近、上陸に伴う洪水を対象としたタイムライン（防
災行動計画）を策定しています。来年度の出水期前までに、その他市町村とも連携して取り組んでいきます。
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出水時の地域状況の確認

八代河川国道事務所では、出水時に迅速かつ的確な水防活動ができるよう、合同巡視を行っていま
す。例年出水期前の４～５月に、八代河川国道事務所、水防管理団体（県、関係市町村など）及び水防
団（消防団）が合同で巡視し、重要水防箇所、土地利用の状況、越水対策、避難所や避難経路、水防に
必要な資材の確保等について意見交換を行い、改善を行っています。

▲八代出張所長の説明の様子（ＫＫＴ放映より）

▲人吉出張所長による説明の様子（ＴＫＵ放映より） ▲人吉新聞（平成26年５月28日）
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球磨川での防災マップの作成・支援
○防災マップは、洪水ハザードマップ等を活用し、地域コミュニティ単位で、避難場所や避難経路、危険箇所な

ど自分たちの地域を自分たちで点検・確認し、地域独自のわかりやすいマップを作成するものです。
・八代河川国道事務所では、熊本高等専門学校と連携・協力に関する協定を締結（平成24年9月）し、教育・研

究面の向上及び地域社会への貢献を目的に、熊本高専の学生と共同でマップづくりの支援を行っています。平
成24年度には、八代市（植柳新町）や人吉市（上薩摩瀬町）でマップづくりの支援を行いました。

・熊本県では、平成２２年度から、熊本大学と連携し、集落毎のマイハザードマップ作成の支援を行っています。
球磨川水系においては、これまでに、人吉市（温泉町、下林地区）と五木村（竹の川地区、宮園地区）で支援
を行いました。

○今後も同様の取り組みを流域の各地区へ広げていく予定です。

① マップを作成する際に自分たちの地域の避難場所、経路を再確認することができる。
② 非常時の避難の際の危険箇所を把握することで、より実践的な防災マップとしての利活用を図る。
③ 安全かつスムーズな避難行動と洪水による被害の最小限化を図る。
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防災マップの活用事例
【災害図上訓練】
・訓練参加者が小グループで地図を囲み、地域のリスクなどを地図に囲みなが
ら、災害対応の検討を進めていく訓練

■期待される効果■
・災害時の留意事項や避難時の注意箇所等の理解の促進
・災害に強い地域コミュニティーをつくるための出会いの場

防災マップの活用事例
【災害図上訓練】
・訓練参加者が小グループで地図を囲み、地域のリスクなどを地図に囲みなが
ら、災害対応の検討を進めていく訓練

■期待される効果■
・災害時の留意事項や避難時の注意箇所等の理解の促進
・災害に強い地域コミュニティーをつくるための出会いの場



「まるごとまちごとハザードマップ」の実施にあたっ
ては、事前計画から設置・管理に至るまで河川管理者と
自治体が連携して実施しています。また、九州電力柱、
NTT柱、道路標識などへの洪水関連標識の設置にあたっ
ては、関係機関にご協力いただいています。

まるごとまちごとハザードマップは、浸水深や避難所など洪水に関する情報を洪水関連標識
として生活空間である「まちなか」に表示することにより、住民に「洪水」に対する注意を促
し、災害発生時には安全かつスムーズな避難行動に繋げ、洪水による被害を最小限にとどめる
ことを目的としています。

八代河川国道事務所では、平成24年度に人吉市の下薩摩瀬町に、平成26年度には、上薩摩
瀬町において避難所案内標識、浸水実績深の標識を設置しました。

今後も同様の取り組みを流域の各地区へ広げていく予定です。

「まるごとまちごとハザードマップ」の意義
① 過去の洪水被害について伝承し、意識高揚を図る。
② 浸水した実績（浸水水位）を表示し、危険箇所を把握する。
③ 安全かつスムーズな避難行動と洪水による被害の最小限化を図る。

日常時
地域の洪水意識の高まり

洪水を知る

日常時
避難所位置、避難の学習

避難を知る

発災時
判断のための情報提供

状況を知る

日常から“知る”ことで…

安全かつスムーズな避難

まるごとまちごと
ハザードマップ

避難ルートの現地調査
（危険箇所等の確認）

標識看板設置箇所の検討

まるごとまちごとハザードマップ

河川管理者と自治体の連携
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１．いつでも、どこにいても
・携帯電話、スマートフォン、タブレット端末等に対応し、外出先からでも
河川の現状を動画で確認できます。小さな画面でも十分見やすい鮮
明な画像です。

２．河川の「今」がわかる
・合計３４台の河川監視カメラが
映す球磨川の「今」を２４時間
リアルタイムで把握可能です。

３．強力な防災情報提供ツール
・当面は、河川管理者や流域
市町村、消防、自衛隊等の
防災情報提供ツールとして
活用します。

・実績を重ね、運用の効果も
見た上で、将来的には広く
一般に住民への提供も行う
予定です。

河川監視カメラの増設・高度化とリアルタイム河川動画の配信
○八代河川国道事務所では、河川監視を強化するため、カメラの更新にあわせ、電子増感装置を設置、カメラのハイビ
ジョン化を進めています。これにより高精細の映像による危険箇所の監視が可能になるとともに、夜間でも監視を十分
に行うことが可能になりました。また、リアルタイム河川動画を河川管理者、流域市町村、消防、自衛隊等の防災担当
に配信し、避難勧告や水防活動の情報源として活用する体制を整えました。今後も、機器の更新にあわせ同様の取り
組みを実施していく予定です。

○熊本県では、これまで、球磨川水系の県管理区間に５台の河川監視カメラを設置しており、現在、４台の増設工事中
です。カメラの画像は、「熊本県統合型防災情報システム」で配信しており、いつでも河川状況の確認が行えます。

電子増感後

リアルタイム河川動画 河川監視カメラの高度化
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電子増感前

球磨川流域の河川監視カメラ設置箇所

【カメラ整備状況】
（平成26年12月現在）

国：３４台
県： ５台

国、県で設置した球磨川水系の河川監視カメラは、八代河川国
道事務所のホームページで一元的に見ることができます。

期待される活用方法
■自治体等：住民の避難勧告や避難指示の発令の際の情報源
■現地活動：河川巡視や水防活動の効率化・二次災害防止の際の情報源


